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NY マーケットレポート（2018 年 10 月 31 日） 
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NY 市場レポート 

 

≪ NY市場概況 ≫ 

NY 市場では、序盤に発表された ADP 雇用統計が市場予想を上回り、8 ヵ月ぶりの大幅な伸びとなったことが

好感され、ドルが主要通貨に対して堅調な動きとなった。また、欧米の主要株価が大きく上昇したことも加

わり、ドル円・クロス円は堅調な動きとなった。その後は、月末のポジション調整や、米長期金利の低下も

加わり、ドル円・クロス円は一段の下落となった。ただ、米主要株価が堅調な動きとなったこともあり、終

盤は底固い動きも見られた。 

 

主要な米経済指標結果 

10 月 ADP 雇用統計 22.7 万人（予想 18.7 万人・前回 23.0 万人⇒21.8 万人） 

10 月の ADP 雇用統計では、雇用者数の伸びが市場予想を上回り、8 ヵ月ぶりの大幅な伸びとなった。建設業

や製造業を含む財生産部門の雇用は+3.8 万人（前月+4.8 万人）、サービス業の雇用は+18.9 万人（前月+17.0

万人）となった。業種別では、建設業が+1.7 万人、製造業が+1.7 万人、娯楽・ホスピタリティー関連が+4.0

万人、専門職・ビジネスサービス部門が+3.6 万人。従業員が 500 人以上の大企業での雇用者は+10.2 万人、

50-499 人の中堅企業では+9.6 万人、49 人以下の小企業では+2.9 万人となった。ハリケーンが連続して襲来

したにもかかわらず、雇用市場は強く回復する結果となった。 

 

出所：Bloomberg 
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3Q 雇用コスト指数（前期比） 0.8％（予想 0.7％・前回 0.6％） 

米 7-9 月期の雇用コスト指数は、前期比で+0.8％となり、市場予想を上回る結果となった。また、前年比で

は+2.8％だった。所得の柱となる賃金・給与は+0.9％、医療保険などの諸手当は+0.4％。民間企業の ECI は

前期比+0.8％、政府部門の ECI は+0.8％だった。 

 

出所：Bloomberg 

 

10 月シカゴ購買部協会景気指数 58.4（予想 60.0・前回 60.4） 

 

出所：Bloomberg 
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米主要株価は続伸、ナスダックは2％以上の大幅上昇 

米株式市場は、交流サイト大手や自動車大手の四半期決算の内容が好感され、主要株価は買いが先行した。

また、最近の株価下落で割安感が出た銘柄に買い戻しが入ったことも下支え要因となった。ダウ平均株価が

序盤から堅調な動きとなり、一時前日比 461 ドル高まで上昇した。ただ、終盤にはやや上げ幅を縮小し、241

ドル高で終了した。一方、ハイテク株中心のナスダックは 2％以上の大幅上昇となった。 

 

出所：Bloomberg 

 

出所：データを基に SBILM が作成 
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